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ＰＣ自動化ソフト事業の基本合意のお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、ハミングヘッズ株式会社（以下、ハミングヘッズ）とのＰＣ自

動化ソフト「インテリジェンスプラットホーム」事業に関する基本合意を行う事を決議いたしましたので、

下記の通りお知らせいたします。 
 
 

記 
 

1. ＰＣ自動化ソフト事業の概要 

ハミングヘッズは、コンピュータプログラムの開発業務及び販売業務を事業内容とし、特に主力製

品である情報漏洩対策ソフト「セキュリティプラットフォーム」（以下、ＳｅＰ）は、2001 年のリリ

ース以来、大手企業、官公庁をはじめ、多くの導入実績を積み重ねており、高い独自技術を有してお

ります。ＰＣ自動化ソフト「インテリジェンスプラットホーム」（以下、ＩｎＰ）は、ＳｅＰの膨大

な開発及びテスト過程の品質を向上させ、効率化を図る目的でハミングヘッズが作成したソフトウェ

ア・ロボットです。ＩｎＰは MS-Windows 搭載の一般的ＰＣ上で稼働し、その動作を記録・蓄積・

完全自動化を行う事が出来る純国産の技術です。 
一方、当社は創業以来、企業向けのＩＴサービスを唯一の事業とし発展をしてまいりましたが、そ

の中で蓄積されたＰＣ関連業務のＩＴ利用技術、コンサルティング能力、及びＩＴサービス化ノウハ

ウなどにより、ＩｎＰの顧客企業での高度で有効な利用方法を企画、機能付加、販売、サービス提供

をしていく事が可能であります。 
このようにＰＣ自動化ソフト事業は、ハミングヘッズの新しい視点や発想を持った「独自のＩＴ技

術」と、当社の主力事業である情報システムの維持・運用・管理・保守・セキュリティの「独自のＩ

Ｔサービス」が一体となることによって、高い相乗効果を発揮できるものと考えており、顧客企業に

とって今までにないサービスを提供するものです。 

これら、両社の協業によるＰＣ自動化ソフト事業は、「ＩｎＰ」を導入する企業で、「今までシステ

ム化が難しかった細かな現場業務」のシステム化及び自動運用が可能になります。また、インターネ

ット検索などを自動化する事により、（ＡＰＩが公開されていないウェブサイトなどを含み）人手に

頼らざるを得なかった検索業務なども完全に自動化する事が可能です。他にもＰＣの夜間自動化作業

やシステムテストなどの大幅な効率化など多くの分野での利用を視野に入れております。 
以上により、両社事業の発展が図れるものと判断し、ＰＣ自動化ソフト事業に関する基本合意を行

うに至ったものです。 
 



2. ハミングヘッズ株式会社の概要 
(１) 名 称 ハミングヘッズ株式会社 
(２) 主 な 事 業 内 容 コンピュータプログラムの開発 
(３) 設 立 年 月 日 1999 年 10 月 25 日 
(４) 本 店 所 在 地 東京都中央区月島１－２－13 
(５) 代 表 者 代表取締役社長 渡辺 博文 
(６) 資 本 金 ３億 8,140 万円 
(７) 大 株 主 の 状 況 大江 尚之 

キヤノン電子株式会社 
ジャフコ V1－B 号投資事業有限責任組合 
ジャフコ V1－A 号投資事業有限責任組合 
フューチャーインベストメント株式会社 
イメージ情報開発株式会社 
明治キャピタル 7 号投資事業組合 

(８) 当 社 と の 関 係 資本関係： 記載すべき事項はありません。 
  人的関係： 代表取締役社長の渡辺 博文氏は、当社の社外取締役

であります。 
  取引関係： 特筆すべき取引関係はありません。 
  当社の関連当事者には該当しません。 

 
3. 今後の予定 

基本合意の締結予定日：平成 23 年 10 月 31 日 
 

4. 今後の見通し 
本件が、当社の業績に与える影響は軽微であります。なお、今後、当社の業績に重要な影響が見込

まれる場合には、すみやかに公表いたします。 
 
5. その他 

協業の第１弾として、大手小売業様に向けて、両社共同でＰＣ自動化ソフト事業の提案を開始して

おります。 
今後も、相乗効果を効果的に発揮できるよう、緊密な協力体制を構築してまいる所存です。 

 
 
 

以 上 


